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住民基本台帳ネットワークシステム
稼働に向け準備を進めています。

平成11年8月に住民基本台帳法が改正され、全国の市

区町村や都道府県、国の行政機関などを専用回線で結

んだ、住民基本台帳ネットワークシステム（以下「住基

ネット」といいます。）の整備が一次稼働（今年8月）と

二次稼働（平成15年8月）の予定で進められています。

川辺町においても、この住基ネットを活用した行政

サービスの提供に向けて準備を進めており、今回の特

集ではこのシステムの概要や目的を紹介します。

全国どこの市区町村でも
住民票の写しの交付が受
けられるようになります。
（平成15年8月頃から）



個
人
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
な
ど
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
項
目
を
記
録
し
た
も
の
を
住

民
票
と
い
い
ま
す
。
住
民
票
は
住

所
な
ど
を
証
明
す
る
書
類
と
し
て

重
要
で
あ
り
、
そ
の
写
し
は
、
住

ん
で
い
る
市
区
町
村
の
役
所
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

住
民
票
を
ま
と
め
た
も
の
が
住
民

基
本
台
帳
で
す
。

市
区
町
村
は
、
そ
の
地
域
に

住
所
を
有
す
る
住
民
に
つ
い
て
、

常
に
正
確
な
内
容
と
な
る
よ
う
住

民
基
本
台
帳
を
整
備
・
管
理
し
て

い
ま
す
。

こ
の
住
民
基
本
台
帳
は
、
選
挙

人
名
簿
の
登
録
や
国
民
健
康
保
険
、

介
護
保
険
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
し
て
の
資
格
に
関
す
る
事
項
、

児
童
手
当
の
受
給
資
格
の
管
理
な

ど
、
市
区
町
村
が
行
う
い
ろ
い
ろ

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
し
て

使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
選
挙

権
の
行
使
、
小
中
学
校
へ
の
就
学
、

国
民
健
康
保
険
の
給
付
な
ど
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
個
人
の
住
民
税

も
原
則
と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
者
に
対
し
て
課

税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

住民基本台帳ネットワークシステムの構成
市区町村と都道府県、国の行政機関を結ぶネットワークで構築され、全国共
通の本人確認ができるシステムです。

【表1】 と
て
も
重
要
な
台
帳
で
す
。

住
民
基
本
台
帳
の
事
務
は
現
在
、

川
辺
町
を
は
じ
め
ほ
と
ん
ど
の
市

区
町
村
で
個
別
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
区
町
村
が
管
理
し
て
い
る
住
民

票
に
、
全
国
共
通
と
な
る
11
桁
の

住
民
票
コ
ー
ド（
番
号
）を
付
け
た

上
で
、
市
区
町
村
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
専
用
回
線
で
結
ん
だ
シ
ス

テ
ム
が
住
基
ネ
ッ
ト
で
す
。（
表
1

参
照
）

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
都

道
府
県
や
国
の
行
政
機
関
、
指
定

情
報
処
理
機
関（
全
国
セ
ン
タ
ー
）

も
接
続
し
ま
す
。

全
て
の
市
区
町
村
の
住
民
票
に
、

重
複
し
な
い
全
国
共
通
の
11
桁
の

数
字
か
ら
な
る
住
民
票
コ
ー
ド
が

付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
住
民
票
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
、

全
国
の
市
区
町
村
や
国
の
行
政
機

関
な
ど
に
必
要
な
個
人
情
報
を
提

供
す
る
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

川
辺
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
へ

8
月
中
旬
を
め
ど
に
町
か
ら
郵
送

に
て
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
通
知
し

ま
す
。
な
お
、
通
知
さ
れ
た
コ
ー

ド
番
号
に
よ
っ
て
、
住
民
票
な
ど

を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の

で
は
な
く
、
個
人
ご
と
の
番
号
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
住
民
票
コ
ー
ド

は
届
け
出
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

�
8
月
中
旬
頃
、
該
当
さ
れ
る
方
へ
住
民
票
コ
ー
ド
を
通
知（
郵
送
）し
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
で
各
市
区
町
村
と

国
の
行
政
機
関
な
ど
で
や
り
と
り

さ
れ
る
住
民
票
の
情
報
は
、
①
住

所
、
②
氏
名
、
③
生
年
月
日
、
④

性
別
、
⑤
住
民
票
コ
ー
ド
、
⑥
そ

れ
ら
の
変
更
年
月
日
や
理
由
な
ど

6
項
目
で
す
。
こ
れ
は
本
人
確
認

情
報
と
呼
ば
れ
、
恩
給
の
受
給
手

続
き
や
、
不
動
産
鑑
定
士
の
資
格

登
録
な
ど
、
利
用
で
き
る
事
務
の

分
野
も
改
正
住
民
基
本
台
帳
法
で

明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

人
確
認
情
報
は
都
道
府
県
や
全
国

セ
ン
タ
ー
に
て
記
録
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
情
報
は
許
さ
れ
た
事

務
以
外
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
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住
民
基
本
台
帳
っ
て
な
に

住
基
ネ
ッ
ト
と
は

住
民
票
コ
ー
ド
と
は

住
基
ネ
ッ
ト
で
や
り
と
り
さ

れ
る
情
報

＊本人確認情報の記録・保存、国の行政機関への本人確認情報の提供

＊民間の接続は
禁止されています。

指定情報処理機関
（全国センター）

・平成11年8月に�地方自治情
報センターが総務大臣によって
指定されました。
本人確認情報のみ記録・保管

岐阜県
コンピューター（サーバー）
本人確認情報のみ記録・保管

国の各行政機関
など

川辺町
住民基本台帳コンピューター

他都道府県の各市区町村
住民基本台帳コンピューター

他都道府県
コンピューター（サーバー）
本人確認情報のみ記録・保管

県内の各市町村
住民基本台帳コンピューター

民間

法律で決められた
事務にのみ情報提供

住民票コード通知票

平成14年 8 月 5 日

※お問い合わせは、表面に記載の連絡先へご連絡ください。

住所

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

氏 名

住 民 票 コ ー ド

川辺 太郎

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 0 昭和23年 12 月 13 日

昭和52年 10 月 23 日

昭和55年 8月 19 日

昭和30年 4 月 16 日3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 2

6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 5

9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 8

川辺 花子

川辺 一郎

川辺 恵 様

様

様

様

男

男

女

女

生 年 月 日 性別

川辺町長 佐藤 光宏

住民基本台帳票法の改正（平成11年 8 月）に伴い、住民票に住民票

コードを記載しました。

つきましては、住民票コードを本人に通知することが義務付けら

れましたので、下記のとおり通知します。

印

岐阜県加茂郡川辺町中川辺1518番地の4



住
基
ネ
ッ
ト
は
今
年
8
月
の
一

次
稼
働
と
平
成
15
年
8
月
の
二
次

稼
働
の
二
つ
の
段
階
を
経
て
本
格

的
に
運
用
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で

す
。

◆
今
年
8
月（
一
次
稼
働
）以
降
の

サ
ー
ビ
ス
予
定

国
の
行
政
機
関
な
ど
で
行
わ
れ

て
い
る
手
続
き
に
お
い
て
、
住
民

票
の
写
し
な
ど
の
提
示
、
ま
た
は

添
付
を
す
る
必
要
が
あ
る
93
項
目

（
現
時
点
で
）に
つ
い
て
、
提
示
や

添
付
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。
各
市
区
町
村
へ
住
民
票
の
写

し
の
交
付
や
証
明
を
受
け
に
行
く

必
要
が
な
く
な
り
、
住
民
負
担
の

軽
減
が
図
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
各
行
政
機
関
の
運
用

体
制
が
整
備
さ
れ
し
だ
い
、
順
次

開
始
さ
れ
ま
す
の
で
8
月
以
降
す

ぐ
に
必
要
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

住
民
票
の
写
し
が
不
要
と
な
る
申

請
・
手
続
き（
抜
粋
）

�
パ
ス
ポ
ー
ト
の
記
載
事
項
訂
正

�
恩
給
の
受
給

�
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
給
付

◆
平
成
15
年
8
月
（
二
次
稼
働
）

以
降
の
サ
ー
ビ
ス
予
定

�
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
I
C

カ
ー
ド
）の
交
付

町
に
申
請
す
る
と
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
カ
ー
ド
に
は
、
住
民
票

コ
ー
ド
や
氏
名
な
ど
の
本
人
確
認

情
報
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の
交
付
手
数

料
は
未
定
で
す
の
で
、
決
ま
り
し

だ
い
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
カ
ー
ド
は
身
分
証
明
書
と

し
て
活
用
で
き
る
ほ
か
、
次
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
予
定

で
す
。

�
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
住

民
票
の
写
し
の
交
付
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

�
転
入
転
出
の
特
例
処
理

引
っ
越
し
の
手
続
き
が
簡
単

に
な
り
ま
す
。
他
の
市
区
町
村
に

転
出
す
る
場
合
、
転
出
す
る
市
町

村
宛
に
「
付
記
転
出
届
け
」
を
郵

送
等
に
よ
り
提
出
し
、
転
入
す
る

市
区
町
村
で
は
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
を
添
え
て
転
入
届
を
提
出
す

る
だ
け
で
済
み
、
役
所
窓
口
へ
は

一
回
出
向
く
だ
け
で
よ
く
な
り
ま

す
。

�
町
独
自
の
利
用

町
独
自
で
条
例
を
定
め
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
メ
モ
リ
ー
の
空

き
部
分
を
活
用
し
て
必
要
な
情
報

を
記
録
し
、
多
目
的
に
独
自
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
今
後
、
ど
の
よ
う
に
活
用

で
き
る
か
検
討
中
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
で
は
町
民
の
み
な

さ
ん
の
大
切
な
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
た
め
、
個
人
情
報
の
保
護
を

最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
制
度
、
技
術
、
運
用
の

面
で
次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。

�
法
令
に
よ
り
、
情
報
の
提
供
先
と

利
用
目
的
を
明
確
に
規
定
す
る

と
と
も
に
、
民
間
で
の
住
民
票

コ
ー
ド
の
利
用
を
禁
止
し
ま
す
。

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
安
全
性
の
高

い
専
用
回
線
を
使
用
し
、
情
報

を
暗
号
化
す
る
こ
と
で
、
外
部

か
ら
の
不
正
接
続
や
情
報
の
漏

え
い
を
防
止
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
や

通
信
履
歴
な
ど
を
監
視
し
ま
す
。

�
シ
ス
テ
ム
に
係
わ
る
職
員
を
限

定
し
、
操
作
で
き
る
業
務
の
権

限
を
限
定
す
る
こ
と
で
目
的
外

の
利
用
を
防
止
し
ま
す
。
ま
た
、

関
係
職
員
に
は
秘
密
保
持
義
務

が
課
さ
れ
ま
す
。

�
岐
阜
県
や
全
国
セ
ン
タ
ー
に
記

録
・
保
管
す
る
情
報
は
、
本
人

確
認
情
報
に
限
定
し
ま
す
。

�
安
全
・
正
確
性
を
確
保
す
る
た

め
、
職
員
の
研
修
を
徹
底
さ
せ

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

℡
5
3
―

2
5
1
1

（
内
線
2
0
8
）
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個
人
情
報
の
保
護

住
基
ネ
ッ
ト
に
よ
り
可
能
と

な
る
サ
ー
ビ
ス

住民基本台帳カード

川辺町

2013年 8 月31日まで有効

川辺 花子氏 名

住民基本台帳カード

川辺町 写真
20mm
×16mm

2013年 8 月31日まで有効

川辺 花子氏 名
昭和○○年 ○月○○日性別女生年月日

岐阜県加茂郡川辺町中川辺1518-4氏 名

I
C
チ
ッ
プ

A

B

住民基本台帳カードのイメージ

※A・Bどちらのカードを選ぶかは、住民が申
請時に選択します。
※カードの有効期限は10年間です。だだし、

の有効期限は5年間です。

住民基本台帳カード
があれば、転入地の
役所へ一回行くだけ
で済みます。

どこの市区町村でも取
れるようになります。
＊今後法律の改正によりその他の身分証明書でも
交付を受けられる可能性があります。

各種行政手続きの
住民票の写しの添
付が不要になる手
続きもあります。

住民票の写しを取
るために仕事を休
まないと…

住民票の写しを取
りに行く手間がは
ぶけるなー

引っ越しの手続き
で2回も役所へい
かないと…

＊
住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
後
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
を
添
付
す
る
必

要
が
一
部
の
行
政
手
続
き
に
つ
い

て
順
次
な
く
な
り
ま
す
。

写真付きのカードを希望する20歳未満の方



障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
は
、
い
ま
ま
で
は
行
政

が
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
を
特
定

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
定
す

る
「
措
置
制
度
」
で
し
た
が
、
平

成
15
年
4
月
か
ら
は
利
用
者
の
自

己
決
定
を
尊
重
し
た
「
支
援
費
制

度
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

利
用
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

し
、
契
約
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

支
援
費
制
度
で
は
、
利
用
者
自

ら
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
自
由
に

選
択
し
、
事
業
者
と
対
等
な
立
場

で
契
約
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

ま
す
。
こ
の
と
き
の
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
一
部
を
利
用
者
が
負
担
し
、

残
り
は
支
援
費
と
し
て
川
辺
町
が

支
払
い
ま
す
。

支
援
費
制
度
と
は

支
援
費
制
度
の
対
象
と
な
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き
く
分
け
て
①

施
設
サ
ー
ビ
ス（
施
設
で
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
）と
②
居
宅
サ
ー
ビ

ス（
在
宅
で
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
）

の
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

次
に
示
す
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

★
身
体
障
害
の
あ
る
方
が
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス

�
施
設
サ
ー
ビ
ス

・
身
体
障
害
者
更
生
施
設

・
身
体
障
害
者
療
護
施
設

・
身
体
障
害
者
授
産
施
設

（
小
規
模
授
産
施
設
を
除
く
）

�
居
宅
サ
ー
ビ
ス

・
身
体
障
害
者
居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
身
体
障
害
者
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

★
知
的
障
害
の
あ
る
方
が
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス

�
施
設
サ
ー
ビ
ス

・
知
的
障
害
者
更
生
施
設

・
知
的
障
害
者
授
産
施
設

（
小
規
模
授
産
施
設
を
除
く
）

・
知
的
障
害
者
通
勤
寮

・
心
身
障
害
者
福
祉
協
会
が
設
置

す
る
福
祉
施
設（
国
立
コ
ロ
ニ
ー
）

�
居
宅
サ
ー
ビ
ス

・
知
的
障
害
者
居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
知
的
障
害
者
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
知
的
障
害
者
地
域
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

★
障
害
の
あ
る
18
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

�
居
宅
サ
ー
ビ
ス

・
児
童
居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・
児
童
短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

支
援
費
制
度
で
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
に
応

じ
て
役
場
住
民
課
等
か
ら
情
報
提

供
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
相

談
を
し
ま
す
。
利
用
し
た
い
サ
ー

ビ
ス
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
役
場

住
民
課
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
支

援
費
支
給
の
申
請
を
行
い
、
支
給

決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

支
給
が
決
定
し
た
ら
、
利
用
者

は
選
択
し
た
事
業
者
・
施
設
と
の

間
で
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
契

約
を
結
び
ま
す
。

支
援
費
制
度
に
つ
い
て
は
、
広

報
か
わ
べ
9
月
号
で
も
詳
細
を
掲

載
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
課

℡
5
3
―

2
5
1
1

（
内
線
2
0
9
）
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支
援
費
制
度
の
対
象
と
な

る
サ
ー
ビ
ス

支
援
費
制
度
で
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
に
は

支
援
費
制
度
の
し
く
み

10
月
か
ら
役
場
住
民
課
で

支
援
費
支
給
申
請
の
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

①
支
援
費
の
支
給
申
請

②
支
援
費
の
支
給
決
定 ④

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

③サービス利用の
契約

⑤
利
用
者
負
担
の
支
払
い

⑦支援費の支払い

⑥支援費の請求

支援費制度のしくみ
＊サービスの利用は、①～⑦の
流れになります。

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
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西小学校の 5 年生と 6 年生の児童
115名が、高知県名古屋事務所の職員
3名と、名古屋の学生で作る「にっぽ
んど真ん中キャラバン隊」のメンバー6
名の訪問をうけ、鳴子作りと、よさこ
い鳴子踊りを体験しました。児童らは、
しゃもじの形をした板 2枚に接着剤で
木ぎれを付け自分の鳴子をそれぞれ製
作し、体育館で行われたよさこい鳴子
踊り体験で実際にこの鳴子を使って
踊りました。

西小学校で「よさこい鳴子」出前教室7
10

（水）

寄 付・寄 贈

◎
寄
付
・
寄
贈

―
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
―

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

丹
羽
す
ゞ
ゑ

様

…
1
０
０
、０
０
０
円

渡
辺

典
子

様

…
お
も
ち
ゃ
カ
ボ
チ
ャ
た
く
さ
ん

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、
寄
付
・
寄
贈
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鹿塩子ども会が、全国子ども会
連合会表彰を受賞しました。
鹿塩子ども会は、昭和40年に発

足し、「お年寄りに手紙を送る日」
を設けて以来30年間、地区の85歳
以上の高齢者宅を訪問し、花束と
手紙を届けて励ます活動を続けて
きました。また、地区のふれあい
集会などでは、レクリエーション活
動や奉仕作業も行っており、長年
の活発な地域活動が認められ全国
表彰されました。

“全国表彰受賞” 鹿塩子ども会
6
30

（日）
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7月は社会を明るくする運動強調月間で、川
辺保護司会が更生保護婦人会と協力し「社会を
明るくする運動」を実施しました。これは、町
内の犯罪、青少年の非行防止を呼びかけ、更生
についての理解を深め、明るく住み良い社会を
つくろうとする運動で、当日は各小学校を訪問
し、手作りのしおりなどを手渡しながら非行防
止を呼びかけました。

東小学校の5年生、29人がボートな
どで町と交流の深い福井県美浜町に一
泊二日の日程で体験学習にでかけました。
児童らは、一日目に海水浴を、二日目は朝早くか
ら海に仕掛けた大型定置網を使った漁やトビウオの
干物作りなどに挑戦しました。
この体験学習は今年で 2回目となります。

クワガタなどに興味のある町内の小
学校の児童35名を集め、「夏休みワク
ワク子どもクワガタ教室」が開催され
ました。
この教室は町教育委員会の生涯学習
の一環で、加茂農林高等学校の高橋直
幸先生と自然科学部の生徒6名を講師
に、美濃加茂市「文化の森」などでク
ワガタ採集をしたり、飼育方法などの
講義が行われました。最後には、来年
のふ化を目指してがんばるようにと、
一人一人にクワガタの幼虫が入ったビ
ンを手渡されました。

社会を明るくする運動

東小美浜体験学習

7
1

（月）

夏休み
ワクワク子どもクワガタ教室7

23
（火）

5
（金）

7
4

（木）
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ヘ
ボ
将
棋

王
よ
り
飛
車
を
可
愛
が
り

ヘ
ボ
将
棋

か
け
て
喜
こ
ぶ
王
手
飛
車

雨
宿
り助

言
を
し
て
追
い
出
さ
れ

こ
の
川
柳
は
江
戸
庶
民
の
縁
台

将
棋
の
様
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
表
現

し
て
微
笑
ま
し
く
、
八
っ
あ
ん
熊

さ
ん
が
出
て
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

私
が
小
栗
さ
ん
と
知
り
教
わ
っ

た
の
は
戦
後
昭
和
２０
年
代
で
、
靴

屋
さ
ん
を
営
ま
れ
街
の
強
豪
で
し

た
。
何
時
も
通
り
お
宅
に
伺
う
と
、

く
つ
の
修
理
中
で
も
靴
を
放
り
出

し
て
「
一
番
行
こ
か
」
と
部
屋
の

片
隅
の
盤
駒
を
取
り
出
し
対
戦
で

あ
る
。
手
合
い
は
飛
車
角
落
し
俗

に
言
う
「
二
枚
落
」
で
あ
る
。
何

時
も
惨
敗
で
あ
る
。
そ
う
し
て
二

枚
落
で
も
チ
ャ
ン
ト
し
た
定
跡
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
将
棋
必
勝
法

な
ど
読
み
対
等
の
棋
力
に
追
い
付

く
の
に
七
年
位
の
年
月
が
か
か
っ

た
。
私
も
打
倒
小
栗
に
燃
え
て
徹

夜
将
棋
も
よ
く
や
り
ま
し
た
。
こ

ん
な
こ
と
で
将
棋
に
熱
中
し
商
売

の
靴
の
修
理
も
約
束
の
日
ま
で
に

仕
上
ら
ず
、
お
客
さ
ん
や
奥
さ
ん

に
よ
く
叱
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
こ
と
は
お
構
い
な
し
で
又
他

流
試
合
に
出
掛
け
二
日
二
晩
家
に

も
帰
ら
ず
、
ま
さ
に
、
坂
田
三
吉

と
同
じ
よ
う
な
生
活
で
、
当
時
は

の
ん
び
り
し
た
時
代
で
し
た
。
ま

た
二
人
で
近
隣
の
将
棋
の
大
会
に

出
掛
け
よ
く
入
賞
も
し
ま
し
た
。

今
思
い
出
し
て
一
人
笑
い
し
て

い
ま
す
が
岐
阜
の
青
空
縁
台
将
棋

で
す
が
金
神
社
前
の
広
場
で
、
太

田
五
段
が
開
い
て
い
ま
し
た
。
何

処
か
ら
集
ま
る
の
か
百
名
近
い
人

が
色
々
の
職
種
の
人
が
真
夏
の
炎

天
下
、
帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
、
奇
声

を
挙
げ
て
「
王
手
王
手
」
と
将
棋

に
熱
中
し
て
い
る
の
は
異
様
な
光

景
で
し
た
。

棋
勢
が
好
転
す
れ
ば
浪
曲
を
唸

る
人
都
々
逸
、
ナ
ツ
メ
ロ
と
、

色
々
の
表
情
を
見
て
い
て
も
面
白

か
っ
た
で
す
。

何
時
も
帰
り
は
居
酒
屋
で
一
杯

終
列
車
で
帰
っ
た
も
の
で
し
た
。

岐
阜
の
商
品
の
仕
入
れ
の
帰
り
に

日
暮
ま
で
と
一
局
、
小
栗
さ
ん
と

は
気
が
あ
っ
て
楽
し
い
師
で
あ

り
、
善
き
相
棒
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
近
ご
ろ
ガ
タ
ン
と
将
棋
が
弱
く

な
り
、
何
か
体
に
故
障
が
あ
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
小

栗
さ
ん
に
は
恐
ろ
し
い
大
腸
ガ
ン

が
忍
び
寄
っ
て
い
ま
し
た
。
即
入

院
岐
阜
の
本
荘
の
病
院
で
し
た
。

度
々
お
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
。

遂
に
病
状
も
末
期
症
状
で
、
体
も

や
せ
細
り
低
い
声
で
「
昔
は
楽
し

か
っ
た
な
ー
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

返
す
言
葉
も
無
く
も
う
小
栗
さ

ん
の
見
納
め
と
思
う
と
切
な
く

「
大
事
に
ね
」
と
部
屋
を
出
る
と

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
一
週
間
目
に
ご
家
族
に
見
守

ら
れ
て
世
を
去
ら
れ
ま
し
た
。
葬

儀
の
日
、
明
る
く
、
優
し
か
っ
た

小
栗
さ
ん
の
思
い
出
に
浸
り
な
が

ら
お
見
送
り
を
し
ま
し
た
。

今
日
も
小
栗
さ
ん
の
「
負
け
る

な

頑
張
れ
」
の
声
が
聞
こ
え
て

来
る
よ
う
で
す
。
小
栗
さ
ん
は
亡

く
な
っ
て
も
「
闘
魂
」
は
私
の
心

の
中
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

紅
谷

茂

小
栗
秋
二
段
の
思
い
出

幾
十
年
農
に
生
き
来
て
オ
パ
ー
ル
の

指
輪
の
そ
ぐ
わ
ぬ
手
を
い
と
お
し
む

長
瀬

宗
子

漁
船
乗
り
も
原
宿
散
策
も
学
習
と

修
学
旅
行
の
孫
さ
ら
っ
と
話
す

山
田

志
ま

思
慮
浅
く
吐
き
し
言
葉
を
悔
ゆ
る
日
の

眠
れ
ぬ
夜
の
雨
音
を
聞
く

紅
谷

茂

宝
の
ご
と
畑
に
残
せ
し
二
株
の

キ
ャ
ベ
ツ
の
一
つ
は
ぜ
て
し
ま
い
ぬ

肥
田

節
子

モ
ネ
の
絵
の
暗
き
水
面
に
一
輪
の

か
が
よ
う
睡
蓮
浮
か
せ
て
見
た
し

松
岡

久
美

気
が
か
り
な
茶
刈
り
す
ま
せ
し
安
堵
感

遠
き
夕
映
え
包
み
て
く
れ
ぬ

横
山

寿
子

打
ち
解
け
し
家
族
の
ご
と
く
輪
を
重
ね

紫
陽
花
あ
わ
く
色
を
変
え
ゆ
く

岩
井
三
千
代

桐
の
花
藤
の
花
染
む
山
峡
は

う
す
紫
の
裳
裾
ひ
ろ
が
る

山
田

君
子

日
に
日
に
と
縞
目
も
く
っ
き
り
太
り
来
る

西
瓜
に
夫
の
夢
も
太
り
き

遠
藤

正
枝

誰
が
た
め
に
育
み
て
来
し
家
族
愛

長
病
み
て
今
我
が
た
め
と
知
る

遠
藤

豊

大
声
で
友
に
声
か
け
縁
先
に

初
な
り
の
茄
子
置
き
て
帰
り
ぬ

渡
辺

節
夫

ス
ポ
ー
ツ
の
勝
負
判
定
に
情
の
な
き

電
子
技
術
は
す
べ
て
を
語
る

赤
坂
富
美
子

登
り
来
し
石
段
百
を
忘
れ
さ
せ
虚
空
に
ひ
ろ
ご
る

摩
崖
仏
の
笑
み
（
国
東
半
島
）

垣
下

博
子

三
輪
車
足
で
ズ
リ
ズ
リ
半
夏
生

寺
田

島
子

精
霊
を
流
す
に
た
め
ら
ひ
濁
り
川

土
屋

正
子

大
緑
陰
は
み
だ
す
西
郷
ど
ん
の
像

佐
伯
美
千
代

日
本
の
臍
と
云
ふ
村
喜
雨
柔
は
し

名
倉

晃
子

姉
二
人
夫
を
逝
か
せ
ぬ
沙
羅
の
花

渡
辺

武
子
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送
火
の
果
て
漆
黒
の
闇
戻
る

青
山

初
代

長
椅
子
に
正
座
の
刀
自
や
水
饅
頭

渡
辺

紀
子

田
草
掻
く
腰
に
ラ
ジ
オ
の
の
ど
自
慢

村
山

智
一

湖
に
立
つ
虹
白
樺
は
カ
ム
イ
の
樹

交
告

年
夫

花
柘
榴
塵
芥
い
つ
も
の
街
角
に

木
沢

信
夫

河
童
忌
の
河
童
流
さ
れ
そ
う
な
濁
水

山
田

文
子

土
器
涼
し
高
坏
の
脚
に
飾
り
穴

若
井

国
光

遠
郭
公
棚
田
百
枚
筒
抜
け
に

馬
場

周
一

地
蜘
蛛
育
つ
虚
子
晩
年
の
句
碑
の
裾

矢
田
鹿
苑
子

青
嵐

樹
界
は
夏
の
譜
に
さ
わ
ぐ

道
家

梓

艶
零
す

寝
化
粧
が
お
色
気
誘
う

水
野

雫
女

熱
い
仲

相
愛
の
灯
を
点
し
合
う

栗
山

里
絵

交
流

握
る
手
と
手
が
国
繋
ぐ

小
沢

知
美

艶
零
す

姥
桜
余
花
持
て
余
す

中
島

亜
峰

青
嵐

新
樹
透
か
し
て
吹
き
渡
る

川
崎

宏
正

福
々
し
い

温
顔
に
人
徳
滲
じ
む

小
栗

桑
梓

無
口
な
女

愚
痴
も
畳
ん
で
家
円
る
い

小
嶋

常
盤

熱
い
仲

ほ
や
ほ
や
が
湯
気
立
て
て
居
る

山
田

与
光

片
割
月

蹲
居
覗
く
影
淡
い

片
桐

桐
花

夜
鳴
き
う
ど
ん

寒
い
裏
町
笛
が
呼
ぶ

井
戸

鹿
笛

川
祭
り

お
囃
し
乗
せ
て
船
下
る

加
藤
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生活習慣病個別健康教育参加者の募集生活習慣病個別健康教育参加者の募集
6月中の届出

※住民票を基準に掲載［掲載を希望され
る方は、届け出（戸籍届出・証明書請求な
ど）の際に住民課窓口に申し出ください。］
※敬称略

上川辺 佐　伯　香　織
＝各務原市　　松　永　健　吉

上川辺　　藤　本　美佐江　79歳　 護
中川辺　　道　家　康　裕　72歳　本人
中川辺　　平　岩　 志　87歳　 求
西栃井　　水　野　正　彦　50歳　本人
下麻生　　原　　　た　づ　93歳　本人

結　婚

上川辺　　高　橋　慧　伍
け い ご

安 幸　 男

石　神　　知　手　虹　樹
こ う き

秀 樹　 男

石　神　　安　江　里　湖
り 　 こ

秀 之　 女

中川辺　　平　岩　茉　椰
ま 　 や

明 憲　 女

西栃井　　前　島　圭　太
け い た

秀 行　 男

比久見　　鈴　木　萌　菜
も 　 な

信 夫　 女

出　生

（左から地区・死亡者・年齢・世帯主の順）

（左から地区・出生児・保護者・性別の順）

死　亡

人口……11,162人 （93減）
男……… 5,513人 （29減）
女……… 5,649人 （64減）
世帯数… 3,424世帯（ 7減）

7/1現在（カッコ内は前年同月比）

人の動き

日本の平均寿命は、男性７７．７２歳・女性８４．６０歳で世界一の長寿国
です。この理由として栄養改善、医療の進歩、健診の充実などがあげ
られますが、その反面、脳卒中・がん・心臓病といった慢性疾患がい
ぜん増加しています。
最近では、１人ひとりが健康的な生活習慣を自分で確立することで、
疾病の発症をおさえていくことが重視されるようになりました。
そこで、川辺町保健センターでは保健師・管理栄養士とともに１人
ひとりに合わせた生活の見直しをすることで、健康的な生活が送れる
よう個別健康教育を実施します。
下記の項目に該当する方で「やってみよう」と思われる方はぜひご
参加ください。

【対 象 者】 下記のどれかにあてはまる方
・コレステロールが高めの方
・中性脂肪が高めの方
・血糖値が高めの方
・血圧が高めの方
・たばこをやめたいと思っている方

ただし、継続的に月に１～２回保健センターへ来庁可能な方

【実施期間】 平成１４年８月下旬～平成１５年１月までの６ヶ月間
【実施場所】 川辺町保健センター
【申込期限】 ８月１日（木）～８月２１日（水）
【費　　用】 無料
【申込方法】 電話にて申し込み
【申込先及びお問い合わせ】

川辺町保健センター　TEL５３-２５１１（内線２１０）
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お問い合わせ 役場経営管理課 TEL５３-２５１１（内線２２０）

まじかに発生が予想されている東海地震が、実際に発生した場合、川辺町では震度５弱から５強になると予想さ
れています。（岐阜県の東海地震被害想定調査結果より）
９月１日は防災の日です。川辺町においても東海地震による災害発生を想定した総合防災訓練を９月１日午前７

時から行います。

【訓練の想定内容】
９月１日午前７時００分、東海地震の発生予兆現象が確認され、午前９時００分、駿河湾を震源とする「東海大

地震」が発生し、町内においては「震度５強」を観測。川辺町は災害対策本部を設置し災害対策を講じた。

【当日の案内】 訓練実施日　９月１日　日曜日　　　＊鹿塩地区は９月８日（日）に訓練が行われます。

・住民のみなさんには、町防災無線にて地震発生を午前９時００分に放送します。
・訓練に参加できる住民の方は地区ごとに表１の避難場所に集合してください。
・各避難場所では、町消防団と共に、初期消火などの災害訓練を実践していただきます。

１０月末以降で納付期限となる町税等の口座振替について、行政コストの軽減を図るため、現在ハガキで行っ
ている「領収証書」の発行を取りやめさせていただきます。口座振替の確認は、通帳記帳にてご確認ください。
なお、水道料金と下水道使用料の口座振替「領収証書」発行の取りやめは、事務処理の関係上、平成１５年度

から実施の予定です。
また、町税のうち車検の際に納税証明書が必要となる、軽自動車税については、今までどおり「領収証書」を

発行します。
住民のみなさまのご理解とご協力をお願いします。

＊各口座振替についてご不明な点は、下記担当までお問い合わせください。

表１ 各地区避難場所
地区名 場 所

上 川 辺 北 小 学 校
石 神 コミュニティーセンター又はやすらぎの家
中 川 辺 西 小 学 校
西 栃 井 善源寺前広場
下 川 辺 下川辺公民館
鹿 塩 鹿 塩 公 民 館
下 飯 田

福島グラウンド
福 島
比 久 見 東 小 学 校
下 吉 田 ちびっこ広場
下 麻 生 下麻生グラウンド

9月1日は防災の日

9月1日は防災の日

お問い合わせ
区 分

町 県 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
国民健康保険税
水 道 料 金
下水道使用料
下水道受益者負担金（分担金）
農業集落排水下水道使用料
保 育 料
介 護 保 険 料
住 宅 使 用 料
学 校 給 食 費

担 当

税 務 課

水 道 課

住 民 課

基 盤 整 備 課
給食センター

電 話 番 号

５３－２５１１
（代表）

５３－２３２９

町税等の口座振替「領収証書」発行の取りやめ
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お問い合わせ 役場経営管理課　TEL５３-２５１１（内線220）

農業委員会についてのお問い合わせ

役場産業環境課 TEL53-2511（内線227）

農業委員会の委員が決まりました

ＪＲ下麻生駅敷地内に整備を進めていました自転車駐輪場がこのほど完成し、７月１日から利用が可能となりま
した。
この駐輪場は、駅前の放置自転車対策や地域住民の利便性向上を目的として整備されたもので、平成６年４月に

完成した中川辺駅前駐輪場についで２つめの施設となり、これで町内にある２つの駅全てに駐輪場が整備された
ことになります。
この自転車駐輪場は、ＪＲ東海による下麻生駅舎コンパクト化計画に合わせ、旧駅舎跡地に建設されました。駅

舎コンパクト化に伴い、旧駅舎に設置されていたトイレが廃止されたため、自転車駐輪場には新たにトイレも設置
されています。
なお、この事業は地域振興の目的から、（財）とうしん地域振興協力基金より５０万円の助成金をうけ建設されま

した。

名　　称　　　下麻生駅前駐輪場
建物構造　　　鉄骨構造
敷地面積　　　２２２ｍ2
附帯設備　　　和式トイレ
自転車収容数 ４０台（二段式自転車ラック）

スクーターなど数台
工事完成　　　平成１４年６月３０日

このほど町農業委員会の委員が改選され、新しい委員が決まりました。
農業委員会は３つの役割を担っています。

①　農地行政の適正な執行
農地の売買、賃借、転用等について、農業者を代表する機関として農地法等に基づき公正に審査します。

②　地域農業の構造改革を推進
農業の担い手の確保・育成に向けた「認定農業者への支援」と農地の有効利用に向けた「農地の貸し借りの促

進」「農村の活性化」の対策を通じて活力あるまちづくりに取り組みます。
③　地域の世話役活動と農業者の公的代表

農業委員１人１人が集落できめ細かな世話役活動を行い、農業者・集落の声を行政・政策へ反映するため、農
業委員会として意見を提案します。

す
で
に
多
く
の
利
用
が
あ
り
ま
す

完
成
し
た
下
麻
生
駅
前
駐
輪
場

選挙による委員（敬称略）
写真前列左から　則武次郎・平岡初男・渡辺郁郎・

山口登毅夫・橋本 夫・鈴木義孝
写真後列左から　横田秀夫・山田昌平・山田　浩・

横山 夫・赤坂　操・渡辺春光

議会、農業団体の推薦による委員（敬称略）

佐藤光宏 平岡久茂 武市文夫

～ 平成１4年7月１日利用開始！！～
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電話勧誘販売は、特定商取引法の規制を受けてクーリング・オフ制度も適用されますが、電話でのやりと

りでは、契約がいつ成立したのか、また何を契約したのかがわかりにくいことからトラブルの元となってい

ます。

川辺町青少年育成町民会議の家庭部会では「家庭の日」の啓発に関わる活動を行っています。

その活動の一環として、「家庭の日」の啓発“川柳”を町民に募集し、家庭の重要性について理解を深め

てもらおうと考えます。

応募があった川柳の中から、優秀作品数点を家庭の日啓発カレンダーに載せ、小・中学生の長子に配布し

ます。

【家庭の日とは】

心豊かな明るい家庭を築くためには、家族みんなが話し合い、互いに理解し、協力し、励まし合って、愛情
と信頼に結ばれた人間関係を育てることが大切であることから、毎月１回「家庭の日」が定められています。
【テーマ】

家庭・地域社会の生活で得た体験を通して、「家庭の日」の重要性や必要性について、考えたことを題材
（例えば、「家族の団らん」「あいさつ」「家庭の協力」「思いやり」等）とした作品とします。
【対象者】 川辺町在住在勤者
【応募方法】 ・「五・七・五」の十七文字で川柳をつくる。

・本人の作品で未発表作品であるもの。（１人１作品）
・ハガキまたは指定の記入用紙にて申し込み。

【受付期間】 ９月１９日（木）必着
【応募先及び問合先】 川辺町教育委員会社会教育担当　TEL ５３－２６５０（内線２６２）

消費者へのアドバイス
◎契約は口頭でも成立するが、それは双方の意思の合致が前提条件となります。

◎事業者が一方的に契約は成立しているという場合は、事業者側がそれを証明する必要があるので、容易に契約に応

じないようにしましょう。

◎恐怖のあまり契約を承諾したとしても、法定書面（契約書）を受け取ってから８日以内ならば、クーリング・オフ

制度により無条件で解約ができます。

※消費生活に関する苦情・相談は、中濃地域振興局（可茂総合庁舎内）振興課　TEL２５－３１１１または、岐阜県消費生

活センター　TEL（０５８）２６５－０９９９までお問い合わせください。

一方的に契約が成立することはないので、きっぱりと断る意思表示をしてください。何度も契約を迫る

ようであれば、契約を拒否する意思を書面（はがきでも可）で通知し、業者の電話には取り合わないこと、

また、特定商取引法では、断っている人に再勧誘することは禁止されています。

２日前、「以前に旅行業務取扱主任者の受講案内パンフレットを送ったが届かなかった。もう一度住所

と名前を教えてほしい」と電話があり、おかしいと思ったが、住所と名前だけならと思い教えた。ところ

が、今日送付されてきた書類には契約書面と登録証が同封されていた。驚いて業者に電話すると、「住

所・名前まで言って、今さら知らないはないだろう。すぐに契約書に署名・押印して返送しろ」と強迫さ

れた。どうしたらいいか。

Q

A

強引な電話での資格取得商法
ＶＳ かしこい消費者
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◆保育園・学校行事
７日（土）上米田保育園　奉仕作業
6日（金）第１保育園　稲刈り
21日（土）中学校団結祭
28日（土）西小・東小・北小　運動会

◆心配ごと相談
4日（水）9：00～12：00（やすらぎの家）
18日（水）9：00～12：00（やすらぎの家）

◆町総合防災訓練
1日（日）7：00～11：30（町内各所）

◆スポーツ
7日（土） 軽スポーツ教室

◆ごみ収集
5日（木） 燃やせないごみ（金物類）

資源ごみ（食用空缶）
粗大ごみ（金物類）

11・12日　蛍光管
11・12・25・26日　ペットボトル

１日（日） ㈲飛水プロパン　５３－２１４４
７日（土） 加茂水道工業㈱　５３－４５８４　
８日（日） ㈱中嶋設備　　　５３－２６０７
１４日（土） ㈱和泉　　　　　５３－５１０２
１５日（日） ㈱長谷川商店　　５３－５０２５
１６日（月） ㈱渡辺工務店　　５３－２１２３

２１日（土） ㈲三品住宅設備　５３－２２７７
２２日（日） 栄伸工業所　　　５３－２７０６
２３日（月） ㈲飛水プロパン　５３－２１４４
２８日（土） 加茂水道工業㈱　５３－４５８４
２９日（日） ㈱中嶋設備　　　５３－２６０７

＊都合により当番店が代わる場合があります。
＊当番店に電話が通じないときは役場（TEL53-2511）までご連絡ください。
＊修理対象は、町の上水道管と直結された給水装置だけです。

（都合により日時などが変更になることもあります。）

kawabe Town Cale
nd

er
9

9

予 定 価 格……町が契約を締結するに際し、契約金額の基準として定める価格で、入札において、
この価格を超えて契約を締結することは原則ありません。（税込み金額）

落 札 金 額……入札により契約の相手方に決定した業者の請負金額（税込み金額）
落 札 業 者……当該入札において、町と契約を締結することとなった業者
入札参加業者数……当該入札に参加した業者数

＊入札結果詳細は、役場経営管理課にて閲覧できます

問合先　役場経営管理課　TEL２５-２５１１（内線２２１）

広報かわべ２月号で募集した、東海環状自動車道の川辺町と美濃加茂市を結ぶトンネルの名称が「かもフ
ルーツトンネル」に決定しました。
このトンネルは、地域に親しまれるトンネルを目指し、川辺町と美濃加茂市の住民からトンネルの名称を公

募しました。総勢５３名の方々から応募があり、主婦、学生、建築家など様々な方から、この地区にふさわし
いトンネル名をたくさん提案していただきありがとうございました。
今回の公募で、ネーミングを採用させていただいた方々は次のと

おりです。
川　辺　町　　　　高谷　紫衣子　様
川　辺　町　　　　山田　輝　世　様
美濃加茂市　　　　松田　美帆子　様
美濃加茂市　　　　松田　和　雄　様

716,100,000川辺町第三保育所及び児童厚生施設建設工事 698,250,000 ㈱鴻池組 ２０社

予定価格が５００万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。（該当１件）

公共工事入札結果公共工事入札結果 ６月分の入札

用語の

意味

東海環状自動車道東海環状自動車道
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帳です。
現在、各地区の区長さんを通し

て予約の申し込みを受け付けてい
ます。
【サイズ】１７.３×９.１cm
【総ページ数】約１８０ページ
【表紙】 ソフトビニール〔紺､エン
ジ､グレー､サックスブルー（淡水
色）の４色〕

【内容】 日記編、統計編、名簿編、
生活編

【価格】１冊４８０円（税込）
【申込期限】８月３０日（金）
【配布時期】１１月上旬（予定）
【申込先】役場経営管理課
℡５３-２５１１（内線２２１）

【問合先】〒５００-８５７０
岐阜市薮田南２-１-１
県庁統計調査課内
岐阜県統計協会
℡０５８-２７２-１１１１（内線２０８６）

平成１４年度第１回
「福祉の仕事ガイダンス」開催
第１回『福祉の仕事ガイダンス』

が開催されます。
当日は、福祉の仕事をされたい方、

福祉の仕事をよく知りたい方のため
の説明、相談コーナーなどが開設さ
れます。
【開設コーナー】
職場理解コーナー､総合相談コー

ナー､求人施設コーナー､ハローワー
クコーナー､ナースセンターコー
ナー､資格取得コーナー､職業適性
診断コーナー､福祉系学校相談コー
ナーなど
【日時】８月３１日(土)
１３:００～１６:００（入退場自由）

【会場】岐阜県県民ふれあい会館３０２
会議室他　
岐阜市藪田南５-１４-５３
℡０５８-２７７-１１１１

【入場料】無料
【問合先】
岐阜県福祉人材センター
℡０５８-２７６-２５１０
役場住民課
℡５３-２５１１（内線２０９）

全国初
「山と川の総合防災情報ネット」
「川の防災情報」「土砂災害警戒情
報」をインターネット・携帯電話に
より、県民のみなさんにリアルタイ
ムで提供できるようになりました。
これにより、雨量や河川水位、ダ

ム情報、河川の映像などを見ること

岐阜県市町村行政情報センターは岐阜県と県内各市町村が共同で出資
し設立した財団法人で、県や各市町村の情報処理業務やＩＴ化などの分
野において大きな役割を担っています。
【業務内容】 県及び県内市町村の行政全般の情報処理（コンピューター
のプログラム開発など）

【応募資格】大学、専門学校など、高等学校（準ずるものを含む）以上を
卒業（または平成１５年３月卒業見込み）の者。ただし、学校教育法
または他の法律に規定する学校を卒業後３年以内、かつ、昭和５２年
４月２日以降に生まれた者。

【採用予定】６人程度
【勤務地】岐阜市、大垣市、高山市、多治見市のいずれか
【試験日時及び場所】
・１次試験　９月１８日（水）

１０：００～１５：００　岐阜アリーナ（旧岐阜県民体育館）
・２次試験 １０月１日（火）

１０：３０～１４：３０　岐阜産業会館
・３次試験　１０月２２日（火）または２３日（水）のいずれか

【申込期限】９月６日（金）
【募集要項の請求・問合先】
（財）岐阜県市町村行政情報センター経営管理課
〒５００-８３５８　岐阜市六条南２-11-１　岐阜産業会館
℡０５８-２７２-６８２１

（財）岐阜県市町村行政情報センター情報技術職員を募集します

現在、母子家庭などが受給している、「児童扶養手当」の制度が改正
されます。主な改正点は次のとおりです。
★手当額 現行は、全部支給と一部支給の２段階ですが、この一部支給
部分が、母親の収入に応じてきめ細かく設定されます。

★所得の範囲 母親が児童の父親から扶養義務を履行するために受け取
る金品など（養育費）の金額の８割が所得として取り扱われ、養育費
の有無にかかわらず申告書の提出が義務づけられます。

★控除額 現行の「寡婦・特別寡婦控除」受給者が母親の場合が廃止さ
れます。
「特別障害者控除」（母親以外でも可）が現行の３５万円から４０万円に
引き上げられます。
８月は現況届の提出時期になります。今回の現況届には、この制度

改正が反映されることになりますのでご留意ください。なお、現況届
を提出されないと、今後の手当が差し止められますので、必ず期限
［８月２３日（金）］内にご提出くださるようお願いします。

【問合先】役場住民課℡５３-２５１１（内線２０９）

「児童扶養手当」の制度が変わります

８月１０日は道の日です
道路は、私たちの毎日の生活を支

える欠くことのできない基本的な社
会資本ですが、その整備はまだ十分
とはいえません。空気のようにあま
りにも身近な存在であるため、その
重要性が見過ごされがちですが、８
月１０日の「道の日」を契機にもう
一度見直してみたいものです。
また、８月は「道路ふれあい月間」

です。
みんなの力で大切な道路を守りま

しょう。
【問合先】 役場基盤整備課　
℡５３-２５１１（内線２３５）

ができ、洪水や、土砂災害の発生を
事前に予測し、その情報を地域住民
の方々にお知らせすることによっ
て、早期に避難することが可能と
なります。
【川の防災情報】
インターネット
http://www.kasen.pref.gifu.jp
携帯電話
http://www.kasen.pref.gifu.jp/h

【土砂災害警戒情報】
インターネット　
http://www.sabo.pref.gifu.jp
携帯電話
http://www.sabo.pref.gifu.jp/h
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役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

岐阜県障害者ふれあい
福祉フェアの出品作品募集
９月１３日から１６日までの４日

間、岐阜市正木のマーサ２１で「平
成１４年度岐阜県障害者ふれあい福
祉フェア」が開催されます。
この催しは、一般県民の障害のあ

る方に対する理解と認識を深め、併
せて障害のある方の自立意欲を促
し、福祉の増進を図ることを目的に
開催されます。
当日は、障害のある方が製作され

た作品及び福祉用品等の展示並びに
販売等を行います。
岐阜県身体障害者福祉協会事務局

では、その出品作品を募集してい
ます。
【出品範囲】

県内に居住する障害のある方
（児童を含む）が自ら製作したも
の。優秀作品には、県知事等の努
力賞が贈られます。

【申込方法】 役場住民課へ、８月
３０日までにお申込みください。

【問合先】
（財）岐阜県身体障害者福祉協会
℡０５８-２７３-１１１１（代）
FAX０５８-２７３-９３０８
役場住民課福祉係
℡５３-２５１１（内線２０９）

第７回長良川ふれあい
マラソン大会参加者募集
９月２９日（日）海津郡海津町木

～from the Mayor's Desk～ 町
長
の
机
か
ら
―
⑪

「
市
町
村
合
併
を

考
え
よ
う（
７
）」

こ
れ
ま
で
６
回
に
わ
た
っ
て
、

市
町
村
合
併
の
問
題
を
考
え
て
き

ま
し
た
。
市
町
村
の
枠
組
み
自
体

の
変
更
を
伴
う
合
併
問
題
は
、
究

極
の
構
造
改
革
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
川
辺
町
の
問
題
の
み
な
ら

ず
合
併
対
象
地
域
全
域
の
問
題
を

洗
い
直
し
、
ひ
と
つ
の
「
ま
ち
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に

な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
数
市
町
村

が
ま
と
ま
っ
た
場
合
の
地
域
の
将

来
像
、
自
治
体
像
を
し
っ
か
り
と

描
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に
描

く
こ
と
、
目
標
の
明
確
化
が
第
一

ス
テ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
合
併
エ

リ
ア
に
入
る
市
町
村
が
ど
の
よ
う

な
長
所
が
あ
り
短
所
が
あ
る
か
、

そ
れ
が
ま
と
ま
っ
た
場
合
ど
の
よ

う
な
相
互
補
完
関
係
が
生
ま
れ
、

現
状
よ
り
、
よ
り
よ
い
地
域
像
を

生
み
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か

充
分
な
議
論
を
重
ね
た
い
と
思
い

ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
原
稿
を
書
い
て

い
る
と
き（
７
月
９
日
）、
新
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
前
回
ご
説
明
し
ま
し
た
よ
う

に
、
加
茂
郡
か
ら
美
濃
加
茂
市
に

対
し
て
、
５
月
１６
日
任
意
合
併
協

議
会
の
設
置
を
要
望
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
美
濃
加
茂
市
か
ら
の
返

答
を
待
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

こ
の
ほ
ど
市
町
村
助
役
・
部
課
長

に
よ
る（
仮
称
）加
茂
地
域
市
町
村

合
併
研
究
協
議
会
を
設
置
し
合
併

に
関
す
る
基
本
的
事
項
等
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
た
い
と
の
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。
任
意
合
併
協
議

会
の
前
段
と
し
て
の
研
究
協
議
会

で
あ
り
、
８
市
町
村
の
合
意
形
成

の
第
一
歩
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
商
工
会
・
商
工
会
議

所
で
も
合
併
研
究
会
が
設
立
さ
れ

研
究
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

合
併
協
議
は
今
後
も
紆
余
曲
折

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
合
併
特
例
法

の
期
限
で
あ
る
平
成
１７
年
３
月
ま

で
残
り
２
年
半
、
合
併
を
選
択
す

る
と
す
れ
ば
有
利
な
財
政
支
援
を

受
け
ら
れ
る
こ
の
期
間
内
に
結
論

を
出
す
べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
私
の
「
市
町
村
合
併
を
考

え
よ
う
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
今
回
を

も
っ
て
と
り
あ
え
ず
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
合

併
問
題
は
川
辺
町
の
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
今
後
も
新
し
い
動
き
が

あ
る
た
び
に
、
ご
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、「
市
町
村

合
併
な
ん
で
も
情
報
」
で
も
そ
の

後
の
動
き
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し

ま
す
。
町
民
皆
様
の
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。（
了
）川

辺
町
長

佐
藤
光
宏

８月の税

町県民税　　　　　（２期）

国民健康保険税　　（５期）

＊納付は便利な口座振替で

９月２日まで

曽三川公園特設会場で「第７回長良
川ふれあいマラソン大会」が開催さ
れます。
この大会は、マラソンを通じて障

害のある方とのふれあいを深めるこ
とを目的に、幅広い人々の参加を募
集しています。
【募集内容】
距離‥２㎞､クォーター､ハーフ
区分‥車いす、一般競争

【募集定員】 全体で１,０００名まで
【参加資格】 障害のある方及び共に
マラソンに参加しようとする方
で自己の健康管理に責任の持て
る方。

【申込方法】 役場住民課窓口に備え
付けの参加申込書により、８月
１５日までに大会事務局へお申込
みください。

【問合先】
（財）岐阜県身体障害者福祉協会内
長良川ふれあいマラソン大会実行
委員会
℡０５８-２７３-１１１１

平成１５年版
岐阜県民手帳の予約
県民の皆さんに親しまれている

「岐阜県民手帳」の平成１５年版が、
県統計協会から発行されます。
最新の数値を掲載し、県勢、市町

村勢が一目でわかる各種統計資料、
日常生活に役立つ情報やダイアリー
などを収録した便利で使いやすい手
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●
作
り
方

①
じ
ゃ
が
い
も
、
玉
ね
ぎ
は
皮
を
む
き

適
当
な
大
き
さ
に
切
る
。
に
ん
じ
ん

も
皮
を
む
い
て
、
イ
チ
ョ
ウ
切
り
に

す
る
。

②
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
ベ
ー
コ
ン
と
①

の
材
料
を
入
れ
て
炒
め
ひ
た
ひ
た
に

水
を
加
え
て
煮
る
。

③
調
味
料
と
、
う
ず
ら
卵
を
加
え
て
、

水
分
が
な
く
な
る
ま
で
煮
込
む
。

④
ゆ
で
た
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
加
え
盛
り

つ
け
る
。

●
一
口
メ
モ

じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
も
終
わ
り
、
食

卓
に
じ
ゃ
が
い
も
料
理
が
い
ろ
い
ろ
並

ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
じ
ゃ
が

い
も
は
、
和
洋
中
、
ど
ん
な
料
理
に
も

使
え
る
す
ぐ
れ
た
食
材
の
一
つ
で
す
。

栄
養
面
か
ら
も
、
炭
水
化
物
を
多
く
含

み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
ほ
か
、
ビ
タ
ミ

ン
も
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
も
の
肉
じ
ゃ
が
も
、
ち
ょ
っ
と

味
を
変
え
て
み
る
と
、
ま
た
変
わ
っ
た

味
が
楽
し
め
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

喜
ん
で
も
ら
え
ま
す
。

億
年
も
前
の
地
層
か
ら
今
と
ま
っ

た
く
変
わ
ら
な
い
形
の
化
石
が
見

つ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
カ
ブ

ト
エ
ビ
た
ち
は
恐
竜
た
ち
よ
り
も

ず
っ
と
前
か
ら
こ
の
地
球
上
に
住

ん
で
い
た
の
で
す
。

カ
ブ
ト
エ
ビ
の
卵
は
直
径
0.5
�
ほ

ど
の
大
き
さ
で
、
乾
燥
や
暑
さ
寒

さ
に
と
て
も
強
く
、
田
植
え
の
終

わ
っ
た
田
ん
ぼ
に
産
み
落
と
さ
れ

た
卵
は
、
〝
中
干
し
〞
で
田
ん
ぼ

に
水
が
な
く
な
っ
て
親
は
死
ん
で

し
ま
っ
て
も
、
卵
だ
け
は
乾
い
た

土
の
中
で
何
年
も
生
き
て
、
条
件

が
よ
く
な
る
と
一
度
に
卵
か
ら
か

え
り
ま
す
。

卵
か
ら
か
え
る
と
、
何
回
も
脱

皮
を
し
な
が
ら
大
き
く
な
り
、
2

週
間
も
す
る
と
も
う
卵
を
産
み
始

め
ま
す
。

カ
ブ
ト
エ
ビ
の
こ
と
を
農
家
の
人

が
〝
田
ん
ぼ
の
草
取
り
虫
〞
と
呼

ぶ
地
方
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

カ
ブ
ト
エ
ビ
が
餌
を
探
す
た
め
に
田

ん
ぼ
の
底
の
土
を
か
き
回
し
て
く

れ
る
の
で
、
芽
を
出
し
か
け
た
雑

草
が
育
つ
の
を
邪
魔
す
る
か
ら
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ブ
ト
エ
ビ
は
田
ん
ぼ
の
底
の
泥

の
上
を
は
い
回
っ
て
い
ま
す
。
気

づ
か
な
い
だ
け
で
探
し
て
み
る
と
、

も
っ
と
も
っ
と
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

川
辺
・
自
然
と
ふ
れ
あ
う
会

栗
山

圀
彦

六
月
の
初
め
頃
の
新
聞
に
、
川

辺
町
上
川
辺
の
水
田
に
ホ
ウ
ネ
ン

エ
ビ
と
カ
ブ
ト
エ
ビ
が
大
量
に
発
生

し
た
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
が
発
生
す
る

と
、
豊
年
の
兆
し
と
も
言
わ
れ
て

よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
カ
ブ

ト
エ
ビ
は
目
立
た
な
い
た
め
か
ホ

ウ
ネ
ン
エ
ビ
ほ
ど
話
題
に
な
ら
な

い
よ
う
で
す
。

カ
ブ
ト
エ
ビ
は
瀬
戸
内
海
な
ど
の

海
岸
に
い
る
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
よ
く
似

た
形
を
し
て
い
ま
す
が
、
カ
ブ
ト

ガ
ニ
が
60
�
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な

る
の
に
対
し
て
、
田
ん
ぼ
に
い
る

カ
ブ
ト
エ
ビ
は
大
き
く
な
っ
て
も

せ
い
ぜ
い
3
�
ぐ
ら
い
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
も
カ
ブ
ト
エ
ビ
も

〝
生
き
て
い
る
化
石
〞
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
今
か
ら
3

～ カ ブ ト エ ビ ～
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